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自
家
成
立
の

　
根
源
は
和
に
あ
り

秩
序
の
根
源
は

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 2 年11月 1 日 令和 2 年11月 1 日

大阪本部「秋之例大祭」盛大・厳粛に挙行
（10月11日）

―台風14号も南下し、青空広がり
コロナ禍なれど例年通りに―

「
神
の
御
心
に
そ
う
。仕
事
は
世
の
為
、人
の
為
。」

ご
教
話

奉
納
舞
楽
「
輪
臺
」

ご教話・大阪本部長様

秋晴れの下、参道なさる、祭主・祭員の方々。

り
ん
だ
い

本
と
正
反
対
の
運
命
を
辿
っ

た
。日
本
は
戦
争
に
負
け
て
も
、

戦
後
は
い
ち
早
く
復
興
を
実
現

し
世
界
第
二
の
経
済
大
国
の
地

位
を
獲
得
し
た
。

　

勿
論
、
そ
れ
は
大
勢
の
日
本

国
民
の
命
、
血
と
汗
の
努
力
の

た
ま
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　

一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
苦
難

の
道
を
歩
ん
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
人

の
領
土
は
ゴ
ビ
砂
漠
と
い
う
自

然
環
境
を
境
界
に
、
南
北
二
つ

に
分
か
れ
る
。

　

南
モ
ン
ゴ
ル
は
か
つ
て
一
部

が
日
本
の
実
質
的
な
植
民
地
満

州
国
に
組
み
込
ま
れ
、
一
部
は

モ
ン
ゴ
ル
自
治
邦
と
な
っ
て
い

た
。
ど
ち
ら
も
実
質
上
は
日
本

の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
日
本
型

の
近
代
化
の
道
を
歩
ん
で
い
た
。

　

一
方
、
北
モ
ン
ゴ
ル
は
清
朝

か
ら
の
独
立
を
実
現
し
て
か
ら

は
ロ
シ
ア
の
援
助
で
存
続
し
、

次
第
に
ソ
連
の
衛
星
国
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　

北
モ
ン
ゴ
ル
即
ち
モ
ン
ゴ
ル

人
民
共
和
国
は
ソ
連
と
共
に
対

日
戦
争
に
参
加
し
、
南
モ
ン
ゴ

ル
の
同
胞
た
ち
を
解
放
し
よ
う

と
し
た
。
日
本
と
中
国
の
支
配

か
ら
解
放
し
、
民
族
の
統
一
を

実
現
し
よ
う
と
し
て
参
戦
し
た

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
参
戦
し
、
勝
っ
た

後
も
民
族
統
一
の
夢
は
葬
ら
れ

た
。
実
は
終
戦
前
の
一
九
四
五

年
二
月
に
米
英
ソ
の
三
大
国
が

ヤ
ル
タ
会
談
で
秘
密
の
裏
取
引

を
交
わ
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　

こ
の
ヤ
ル
タ
協
定
で
対
日
戦

後
処
理
の
一
環
と
し
て
、
モ
ン

ゴ
ル
を
二
分
し
て
モ
ン
ゴ
ル
人

民
共
和
国
の
現
状
維
持
が
決
め

ら
れ
た
結
果
、
南
モ
ン
ゴ
ル
は

中
国
に
統
治
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
日
本
の
場
合
は
千
鳥
列
島

を
ソ
連
に
引
き
渡
す
と
決
め
ら

れ
、北
方
四
島
ま
で
奪
わ
れ
た
。

　

こ
の
ヤ
ル
タ
会
談
に
当
の
モ

ン
ゴ
ル
も
日
本
も
参
加
し
て
い

な
か
っ
た
。
当
事
者
の
い
な
い

『
協
定
』、
し
か
も
秘
密
の
取
引

は
国
際
法
に
違
反
し
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
違
法
な
ヤ
ル
タ
協

定
に
基
づ
く
戦
後
体
制
に
よ
っ

て
、
戦
勝
国
モ
ン
ゴ
ル
は
固
有

の
領
土
の
半
分
を
宿
敵
の
中
国

に
取
ら
れ
て
今
日
に
至
る
。

　

そ
の
中
国
で
は
、
一
九
六
六

年
か
ら
の
文
化
大
革
命
期
間
中

に
、
三
十
四
万
人
も
の
モ
ン
ゴ

ル
人
が
逮
捕
さ
れ
、
二
七
九
〇

〇
人
が
殺
害
さ
れ
、
十
二
万
人

が
暴
力
に
よ
っ
て
倒
れ
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
で
も

ス
タ
ー
リ
ン
の
命
令
で
一
九
三

〇
年
代
末
に
粛
清
が
行
わ
れ
、

何
万
人
も
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が

命
を
失
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
北
モ
ン
ゴ
ル
は

ソ
連
の
援
助
で
そ
れ
な
り
に
近

代
化
を
実
現
さ
せ
た
。
凄
惨
な

生
き
方
が
強
い
ら
れ
た
の
は
南

モ
ン
ゴ
ル
の
方
だ
。

　

遊
牧
民
の
生
活
の
基
盤
で
あ

る
草
原
は
中
国
に
奪
わ
れ
、
農

地
に
改
変
さ
れ
、
結
局
は
砂
漠

と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

中
国
は
南
モ
ン
ゴ
ル
を
『
自

治
区
』
と
称
す
る
が
、
実
権
は

す
べ
て
外
来
の
中
国
人
の
掌
中

に
握
ら
れ
て
い
る
。
中
国
人
の

人
口
は
先
住
民
モ
ン
ゴ
ル
人
の

十
倍
に
も
達
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

二
〇
二
〇
年
秋
学
期
か
ら
は

モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
禁
止
さ
れ

る
方
針
が
、習
近
平
政
権
に
よ
っ

て
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
モ
ン
ゴ
ル
人
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う

か
。
誰
も
戦
わ
ず
し
て
中
国
か

ら
の
独
立
が
実
現
で
き
る
な
ど

と
夢
を
見
て
い
な
い
。

　

戦
勝
国
モ
ン
ゴ
ル
と
敗
戦
国

日
本
の
戦
後
史
が
戦
争
そ
の
も

の
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
教
え

て
く
れ
て
い
る
。」

と
い
う
文
章
で
す
。

　

こ
の
文
章
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「
戦
わ
ざ
る
も
の
に
、
独
立
な

し
」。
正
に
国
家
を
守
る
為
に
、

軍
隊
を
持
つ
こ
と
は
重
要
な
事

な
の
で
す
。

　

軍
隊
を
持
つ
と
戦
争
が
始
ま

る
、
と
仰
る
方
が
居
ら
れ
ま
す

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

軍
隊
は
侵
略
す
る
為
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
祖
国

を
守
る
為
に
あ
る
の
で
す
。

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
大
切

な
祖
国
を
、
人
任
せ
に
せ
ず
、

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
気
概

を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

本
日
は
、
寶
生
教
大
阪
本
部

秋
之
例
大
祭
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

西
播
、
養
老
両
教
会
ご
家
族

を
始
め
教
信
徒
の
皆
様
、
又
、

全
国
各
地
よ
り
御
参
集
の
本
部

教
信
徒
の
皆
様
、
早
朝
よ
り
よ

う
こ
そ
御
参
拝
下
さ
い
ま
し

た
。
皆
様
の
熱
意
溢
れ
る
ご
信

仰
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

天
気
予
報
で
は
、
台
風
十
四

号
が
今
日
、
大
阪
に
や
っ
て
来

る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
速
度
を
早
め
、
進
路
を
変

え
、
爽
や
か
な
秋
空
の
も
と
、

皆
様
と
共
に
大
祭
を
斎
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

正
に
、
大
神
様
の
お
恵
み
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
申
し

上
げ
る
ま
で
も
無
く
、
教
信
徒

皆
様
の
篤
い
信
仰
の
賜
物
で
あ

る
と
存
じ
ま
す
。

　

祭
典
中
、
舞
楽
「
輪
臺
」
を

奉
納
致
し
ま
し
た
。
雅
や
か
に

祭
典
を
彩
っ
て
い
た
だ
き
、
雅

楽
部
皆
様
の
日
々
の
鍛
練
に
、

心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

　

扨
、
今
年
は
正
に
コ
ロ
ナ
禍

一
色
の
一
年
。
多
く
の
方
々
が

そ
の
影
響
を
大
な
り
小
な
り
受

け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
も
、
そ
の
殆
ど
は
あ
ま
り
嬉

し
く
な
い
も
の
だ
っ
た
と
推
察

致
し
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
マ
ス
コ

ミ
な
ど
に
よ
る
報
道
を
見
る
に

付
、
物
事
の
本
質
を
見
誤
っ
て

い
な
い
か
な
と
心
配
に
な
っ
た

の
は
、
皆
様
も
同
じ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
五
〜
八
月
あ
た
り

に
は
、
連
日
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な

ど
で
必
要
以
上
に
ウ
イ
ル
ス
の

危
険
性
を
訴
え
、
ニ
ュ
ー
ス
で

は
、
連
日
感
染
者
数
を
報
道
し

続
け
ま
し
た
。

　

し
か
も
、
感
染
者
数
が
劇
的

に
増
え
た
の
は
検
査
数
が
大
幅

に
増
え
た
か
ら
、
と
い
う
理
由

に
つ
い
て
は
、
控
え
め
に
し
か

伝
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
に
日
本
で
は
、
万
一
感
染

し
て
も
重
篤
化
す
る
罹
患
者
は

ご
く
僅
か
で
あ
る
事
が
判
明
し

て
も
、
無
症
状
の
陽
性
者
ま
で

事
細
か
に
発
表
し
、
明
ら
か
に

他
の
要
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
陽
性
で

あ
れ
ば
全
て
こ
の
ウ
イ
ル
ス
で

の
死
者
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
は
、
得
も
言
わ
れ
ぬ

不
安
に
世
の
人
々
が
恐
怖
す
る

の
も
、
無
理
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
の
得
も
言
わ
れ
ぬ
、
不
明

な
恐
怖
心
の
お
か
げ
で
、
仕
事

を
断
ら
れ
た
り
、
職
を
失
っ
た

り
し
た
人
も
大
勢
居
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

そ
の
影
響
か
、
八
月
の
自
殺

者
数
が
昨
年
を
大
き
く
上
回
っ

た
こ
と
は
、
控
え
め
に
し
か
報

道
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
、
メ
デ
ィ
ア
が
偏

十
一
月
一
日（
日
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
前
十
時

　
　
　

三
日（
祝
）　

西
播
教
会
秋
之
大
祭　

午
前
十
時
半

　
　
　

四
日（
水
）　

宝
生
会
（
滋
賀
Ｃ
Ｃ
）

　
　
　

八
日（
日
）（
御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

九
日（
月
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
五
日（
日
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
前
十
時

　
　
　

　
　
　
　
　
七
五
三
参
り　
　
　
　

正
午

　
　

十
七
日（
火
）　

和
歌
山
地
区
敬
和
会

　
　

二
一
日（
土
）　

名
古
屋
地
区
敬
和
会

　
　

二
二
日（
日
）　

養
老
教
会
修
行
日

　
　

二
三
日（
祝
）　

東
京
地
区
敬
和
会

　
　

二
五
日（
水
）　

修
行
日　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
大
阪
近
郊
地
区
合
同
敬
和
会
　
午
後
七
時

十
二
月
一
日（
火
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

五
日（
土
）　

養
老
教
会
修
行
日

　
　
　

六
日（
日
）（
御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
火
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
水
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

教
　
会
　
行
　
事

　

教
信
徒
の
道
し
る
べ
。
各
家

の
来
年
度
の
月
並
運
勢
表
を
、

左
記
の
通
り
受
付
致
し
ま
す
。

　
　
　

記

一
、
教
会
所
定
封
筒
に

　
　

住
所
、
氏
名
、
職
業
（
具

体
的
に
）、
来
年
の
数
え

年
を
表
書
き
し
、
申
込
み

幣
帛
料（
金
壱
萬
円
）を
中

に
入
れ
て
、
開
封
の
ま
ま

教
会
事
務
所
へ
お
出
し
く

だ
さ
い
。

一
、
申
込
み
は
教
信
徒
で
維
持

費
納
入
者
に
限
り
ま
す
。

一
、
申
込
み
期
日
は
、
十
一
月

十
五
日
よ
り
十
二
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

一
、
運
勢
表
の
授
受
は
、
令
和

三
年
元
旦
で
す
。

※
新
入
会
の
方
、
初
め
て
申
込

み
さ
れ
る
方
は
、
詳
細
等
を

遠
慮
な
く
教
会
事
務
所
に
、

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

教会所定の
封筒

開封のまま

住　

所氏　

名

職　

業

数
え
年

来
年
の

（　　　）

『月並運勢表』
申込み受付（11／15～12／15）

令和3年度

り
ん
だ
い



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮　

月
並
祭　
　
　

毎
月
第
一
日
曜
日　

午
前
十
一
時
半
よ
り

（３） 11月号 令和 2 年11月 1 日 11月号　（２）令和 2 年11月 1 日（501号） （501号）

自
国
を
守
る
気
概
が
大
切

ご教話

月並祭
（10月1日）

大
祭
直
会
。
森
末
悦
榮
さ
ん
「
峨
眉
山
月
」
㊤
、
田
尻
清
子
さ
ん
、
内
池
珠
美
さ
ん
、

岸
田
悌
子
さ
ん
、
白
井
京
子
さ
ん
「
千
本
桜
」
㊥
、
青
年
部
役
員
の
紹
介
㊦
と
、
盛
り
上
が
り

好
例
の
お
さ
が
り
福
当
り
の
抽
選
が
行
な
わ
れ
た
。

祭
主
に
先
立
ち

　

教
父
様
、
玉
串
奉
奠

「
輪
臺
」
特
別
の
兜
を
被
り
、
副
権
現
職
夫
人
・
多
惠
子
様
、

　

木
本
裕
子
さ
ん
、
西
田
清
美
さ
ん
、
藏
樂
貴
子
さ
ん
が
奉
舞
。

祭典開式、一同着座拝。

が　

び
さ
ん
げ
つ

り
ん
だ
い

か
ぶ
と

っ
た
報
道
を
し
て
い
る
例
を
挙

げ
ま
し
ょ
う
。

　

つ
い
先
日
、
東
京
都
大
田
区

の
区
議
会
で
、
あ
る
議
員
が
少

子
高
齢
化
問
題
の
中
で
、
少
数

性
的
嗜
好
者
を
法
律
で
保
護
す

る
必
要
は
無
い
と
思
う
、
と
い

う
主
旨
の
発
言
を
し
た
際
、
ワ

イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
挙
っ
て
こ
の

発
言
を「
差
別
、
時
代
錯
誤
だ
」

と
や
り
玉
に
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

「
も
し
仮
に
世
の
中
の
人
々
全

て
が
同
性
愛
者
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
人
類
が
終
わ
っ
て
し

ま
う
。」
と
い
う
発
言
で
す
。

　

こ
れ
は
、
自
然
界
で
は
、
雌

雄
同
体
の
性
質
を
持
つ
生
物
以

外
、
ご
く
当
た
り
前
の
事
を
言

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
し
て
も
、
少
子

高
齢
化
に
し
て
も
、
国
家
の
将

来
、
国
民
の
健
康
、
民
族
存
亡

に
関
わ
る
重
要
な
事
柄
で
、
今

の
日
本
の
状
況
は
、
正
に
国
難

と
も
云
え
る
状
況
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
国
難
に
立
ち
向

か
う
と
き
、
先
人
た
ち
は
、
自

分
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
国
家

と
の
信
頼
を
更
に
強
固
な
も
の

に
し
て
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
の
夏
の
コ
ロ

ナ
禍
で
は
、
世
論
も
、
大
方
の

メ
デ
ィ
ア
も
、
政
府
に
我
々
の

生
命
を
守
っ
て
く
れ
と
い
っ
た

り
、
一
旦
感
染
が
収
束
し
、
経

済
の
悪
化
が
表
に
出
れ
ば
、
政

府
の
対
応
を
非
難
し
、
給
付
金

や
支
援
金
を
出
せ
と
い
う
。

　

又
政
府
も
、
世
論
の
動
向
に

振
り
回
さ
れ
、
方
針
が
打
ち
出

せ
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

国
難
と
云
え
る
状
況
で
最
も

必
要
な
、
政
府
と
国
民
の
信
頼

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
現
代
の
日
本
人

の
多
く
は
、
つ
い
目
先
の
こ
と

に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
、
本
当
に

大
切
な
物
事
の
本
質
を
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

一
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

特
殊
詐
欺
、
所
謂
、
オ
レ
オ
レ

詐
欺
の
被
害
が
一
向
に
減
ら
な

い
の
も
、
そ
う
云
っ
た
社
会
の

表
れ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

善
良
な
皆
様
で
し
た
ら
お
よ

そ
考
え
も
つ
か
な
い
、
身
体
的

に
も
弱
者
で
あ
る
ご
老
人
方
が

こ
れ
ま
で
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
て
き

た
大
切
な
老
後
の
資
金
を
、
言

葉
巧
み
に
騙
し
取
る
こ
と
を
、

平
気
で
行
う
若
者
が
思
い
が
け

ず
多
く
存
在
し
、
そ
ん
な
彼
ら

は
そ
う
云
っ
た
詐
欺
行
為
す
ら

仕
事
と
呼
ぶ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

仕
事
と
い
う
も
の
の
本
質
を

学
ば
ず
に
大
人
に
な
る
若
者
が

多
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、「
仕
事
」
と
い
う

も
の
の
、
美
し
く
も
素
晴
ら
し

い
本
質
を
、
そ
の
一
生
涯
を
通

し
て
、
世
の
為
に
尽
く
す
こ
と

に
貫
い
た
歴
史
上
の
偉
人
を
紹

介
致
し
ま
す
。

　

緒
方
洪
庵
と
い
う
人
物
で

す
。
江
戸
末
期
、
岡
山
県
に
生

を
受
け
、
主
に
大
阪
で
活
躍
し

た
蘭
方
医（
オ
ラ
ン
ダ
医
学
者
）

で
す
。
彼
は
名
を
求
め
ず
、
利

を
求
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

洪
庵
は
、
現
岡
山
市
の
西
方

に
あ
っ
た
足
守
藩
と
い
う
藩
士

の
子
息
と
し
て
生
ま
れ
、
父
親

の
仕
事
で
大
阪
へ
移
り
住
み
、

少
年
時
代
を
過
ご
し
ま
す
。

　

元
来
病
弱
だ
っ
た
彼
は
、
人

の
健
康
に
興
味
を
持
ち
、
蘭
方

医
学
を
学
び
、
江
戸
、
次
い
で

長
崎
で
坪
井
信
道
な
ど
に
学

び
、二
十
九
歳
で
大
阪
へ
戻
り
、

医
者
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、

私
塾
「
適
塾
」
を
開
き
、
後
進

の
育
成
に
も
努
め
ま
し
た
。

　

適
塾
の
卒
業
生
た
ち
の
多
く

は
、
明
治
時
代
、
日
本
の
近
代

化
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
有
名
な
人
物

は
、
大
日
本
帝
国
陸
軍
創
始
者

と
い
わ
れ
る
大
村
益
次
郎
や
、

慶
応
義
塾
大
学
創
始
者
の
福
沢

諭
吉
な
ど
で
す
。
そ
の
適
塾
の

建
物
は
、
大
阪
市
中
央
区
北
浜

に
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

洪
庵
は
晩
年
、
幕
府
よ
り
、

江
戸
に
て
将
軍
専
属
の
医
師
に

な
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
ま
す
が
、

断
り
続
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
幕
府
か
ら
の
再
三

の
出
向
命
令
を
無
視
す
る
こ
と

も
出
来
ず
、
五
十
三
歳
の
時
に

江
戸
へ
出
向
き
ま
す
が
、翌
年
、

あ
っ
け
な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
洪
庵
は
、
常
に
自
分

に
、
そ
し
て
塾
生
に
、
次
の
よ

う
に
戒
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
医
者
が
こ
の
世
で
生
活
し

て
い
る
の
は
、
人
の
為
で
あ
っ

て
、
自
分
の
為
で
は
な
い
。
決

し
て
有
名
に
な
ろ
う
と
思
う

な
。利
益
を
追
お
う
と
す
る
な
。

自
分
を
捨
て
て
、
人
を
救
う
こ

と
だ
け
を
考
え
よ
。」

　

仕
事
と
は
己
の
利
益
の
為
だ

け
に
す
る
の
で
は
な
く
、
人
の

為
、
世
の
為
、
社
会
の
為
に
資

す
る
事
が
目
的
で
、
そ
れ
に
対

す
る
対
価
を
頂
く
と
い
う
本
質

を
体
現
さ
れ
た
の
が
、
緒
方
洪

庵
と
い
う
人
物
な
の
で
す
。

　

世
に
は
様
々
な
事
柄
や
事
象

が
起
き
ま
す
し
、
時
代
は
ど
ん

ど
ん
移
ろ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、私
達
人
間
の
本
質
、

日
本
人
の
本
質
は
、
ど
ん
な
に

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
ど
ん
な

困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
も
、

変
わ
り
ま
せ
ん
し
、
変
え
て
は

い
け
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

そ
の
本
質
と
は
何
な
の
か
。

そ
れ
は
、
神
の
御
心
、
そ
の
も

の
で
す
。

　

神
の
御
心
に
沿
っ
て
、
今
あ

る
生
命
を
精
一
杯
生
き
て
、
仕

事
に
従
事
し
、
自
家
成
立
繁
栄

を
願
う
。

　

そ
し
て
頂
い
た
お
得
、
お
蔭

を
世
の
為
、
人
の
為
、
教
え
の

為
に
お
返
し
し
て
、
次
の
世
代

へ
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
。

　

十
月
は
「
神
無
月
」
と
申
し

ま
す
。
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、神
の
無
い
月
と
書
い
て
も
、

神
様
が
居
ら
れ
な
い
月
と
い
う

意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

古
文
で
「
な
」
は
接
続
詞
で
、

現
代
文
の
「
の
」
と
同
じ
意
味

で
す
。
つ
ま
り
「
神
の
月
」
に

漢
字
を
あ
て
た
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

十
月
は
実
り
の
秋
と
も
云
わ

れ
る
様
に
、
稲
穂
を
は
じ
め
、

様
々
な
作
物
の
収
穫
の
時
期
で

す
。
そ
し
て
我
々
大
和
民
族
は

農
耕
民
族
で
す
。
神
様
か
ら
の

恵
み
で
あ
る
稲
穂
を
収
穫
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
、
神
様
と
共

に
喜
び
を
か
み
し
め
る
月
、
と

い
う
意
味
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

扨
、
本
日
は
祖
国
の「
防
衛
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

九
月
三
十
日
の
産
経
新
聞
に

　

こ
れ
が
、
い
つ
の
時
代
も
変

わ
ら
な
い
、日
本
人
の
美
し
さ
、

日
本
人
の
本
質
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

教
信
徒
皆
様
が
大
神
様
、
御

教
祖
様
、
各
家
御
祖
先
様
方
の

守
護
の
息
吹
に
守
ら
れ
て
、
更

に
そ
れ
ぞ
れ
が
心
豊
か
に
日
々

を
過
ご
さ
れ
る
よ
う
、
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
総

代
始
め
参
事
、
地
区
世
話
人
、

婦
人
世
話
人
、
青
年
部
、
宝
寿

会
、
又
有
志
の
皆
様
の
、
台
風

接
近
の
中
で
の
、
数
日
来
の
熱

意
溢
れ
る
ご
奉
仕
の
お
蔭
で
、

本
日
の
大
祭
が
滞
り
な
く
斎
行

出
来
ま
し
た
事
を
御
礼
申
し
上

げ
、本
日
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

有
り
難
う
御
座
居
ま
し
た
。

静
岡
大
学
教
授
で
文
化
人
類
学

者
の
楊
海
英
氏
が
、
あ
る
寄
稿

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

楊
氏
は
モ
ン
ゴ
ル
出
身
な
の

で
す
が
、
実
は
モ
ン
ゴ
ル
と
い

う
国
は
大
変
数
奇
な
運
命
を
辿

る
国
な
の
で
す
。

　

私
達
の
祖
国
日
本
は
、
大
東

亜
戦
争
で
残
念
な
が
ら
敗
戦
致

し
ま
し
た
。
方
や
、
日
本
が
そ

の
一
部
を
植
民
地
化
す
る
な

ど
、
戦
前
か
ら
関
与
し
て
い
た

モ
ン
ゴ
ル
と
い
う
国
は
、
中
国

と
共
に
戦
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
実
は
戦
勝
国
な
の
で
す
。

　

敗
戦
国
で
あ
る
日
本
は
、
一

度
は
焦
土
と
化
し
ま
し
た
が
、

経
済
成
長
を
経
て
、
現
在
恵
ま

れ
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

世
界
的
に
見
て
も
先
進
国
に
数

え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
戦
勝
国
モ
ン
ゴ
ル

は
現
在
、
大
変
難
し
い
状
況
に

あ
る
そ
う
な
の
で
す
。

　
「
戦
後
七
十
五
年
も
過
ぎ
た

と
い
う
の
に
、
敗
戦
国
の
日
本

は
い
ま
だ
に
戦
争
の
呪
縛
か
ら

解
か
れ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
い
う
呪
縛
と
は
二
つ

あ
る
。
一
つ
は
、
い
か
な
る
戦

争
も
絶
対
悪
だ
と
い
う
偏
っ
た

見
方
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ

と
で
、
こ
れ
が
た
め
に
日
本
人

の
思
想
的
源
泉
は
枯
渇
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
現
実
離
れ
し

た
非
武
装
論
が
は
び
こ
り
、
そ

の
た
め
に
日
本
は
国
家
と
し
て

の
国
際
的
立
場
を
悪
く
し
て
い

る
こ
と
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
人
類
、
ホ
モ
サ
ピ

エ
ン
ス
と
い
う
種
は
誕
生
し

て
か
ら
ず
っ
と
戦
争
を
し
て

き
た
。

　

先
に
形
成
し
、
定
着
し
て
い

た
集
落
を
襲
い
、
征
服
し
、
自

ら
の
領
土
と
財
産
に
し
て
い
っ

た
の
が
、
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の

地
球
占
拠
史
で
あ
る
。

　

そ
の
課
程
で
、
戦
い
に
歯
止

め
を
か
け
よ
う
と
し
て
、
様
々

な
思
想
が
生
み
だ
さ
れ
た
。

近
代
以
降
に
出
現
し
た
の
が
、

正
義
と
非
正
義
の
戦
争
観
だ

ろ
う
。

　

二
十
世
紀
に
勃
発
し
た
二
度

に
わ
た
る
大
戦
を
、
人
類
は
正

義
と
非
正
義
の
価
値
観
で
戦
後

処
理
し
た
。

　

敗
戦
国
は
『
侵
略
』
戦
争
を

起
こ
し
た
非
正
義
と
み
な
さ

れ
、も
う
一
方
の
戦
勝
国
は『
平

和
』
の
守
護
者
た
る
正
義
の
側

に
立
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
処
理
方
法
が

未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
正
し
い

と
は
、
当
人
た
ち
も
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

戦
勝
国
の
方
は
第
二
次
世
界

大
戦
後
も
事
あ
る
ご
と
に
戦
争

で
以
て
、
紛
争
や
非
正
義
な
る

存
在
を
処
理
し
て
き
た
。

　

し
か
し
一
方
、
た
と
え
ば
、

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
宗

主
国
の
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス

に
対
し
て
行
っ
た
戦
争
も
『
植

民
地
支
配
か
ら
の
解
放
』
と
謳

歌
さ
れ
た
。

　

正
義
の
戦
争
観
を
打
ち
立
て

た
西
洋
諸
国
も
、
苦
渋
の
心
情

で
植
民
地
の
独
立
を
受
け
入
れ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

戦
争
は
資
本
主
義
の
悪
で
、

社
会
主
義
国
家
は
そ
れ
を
行
使

し
な
い
と
い
う
神
話
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
一
九
七
九
年
、

中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
が
社
会
主
義

国
家
同
士
で
戦
火
を
交
え
て
、

そ
の
神
話
を
粉
砕
し
た
。

　

領
国
の
背
後
に
は
そ
れ
ぞ

れ
、
資
本
主
義
国
家
ア
メ
リ
カ

と
社
会
主
義
国
家
ソ
連
も
い
た

の
で
、イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
思
想
）

に
よ
る
正
義
と
非
正
義
の
区
別

は
無
意
味
だ
と
証
明
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
を
見
れ
ば
、

日
本
だ
け
が
非
正
義
の
戦
争
を

起
こ
し
、『
侵
略
』
さ
れ
た
側

に
す
べ
て
の
正
義
が
あ
る
と
い

う
見
方
は
成
立
し
な
い
。

　

実
は
、
日
本
の
『
戦
争
絶
対

悪
』
論
と
い
う
呪
縛
は
、
即
ち

正
義
対
非
正
義
の
戦
争
観
を
敗

戦
国
と
し
て
受
け
入
れ
た
結
果

に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
が

徹
底
的
非
武
装
論
と
い
う
次
な

る
呪
縛
の
温
床
と
な
っ
た
。

　

敵
に
侵
略
さ
れ
て
も
、
隣
人

が
強
盗
化
し
て
も
、
丸
腰
で
対

応
し
よ
う
と
い
う
天
真
爛
漫
な

空
想
論
。

　

敵
が
闖
入
し
て
き
て
、
強
盗

の
隣
人
が
暴
力
を
振
る
っ
た
後

に
何
が
生
じ
る
か
を
想
定
し
よ

う
と
し
な
い
、
思
考
停
止
し
た

人
た
ち
の
夢
物
語
だ
。

　

そ
れ
を
信
じ
ら
れ
る
の
は
、

敵
に
占
拠
さ
れ
、
強
盗
に
狼
藉

を
働
か
れ
た
後
に
待
つ
の
は
国

民
の
奴
隷
化
、
エ
リ
ー
ト
層
の

殺
戮
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　

実
は
世
界
は
こ
う
し
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
こ

と
を
、
今
現
在
行
っ
て
い
る
の

が
中
国
共
産
党
で
す
。
そ
の
中

国
に
、
楊
氏
の
祖
国
モ
ン
ゴ
ル

が
奪
わ
れ
た
わ
け
な
の
で
す
。

　
「
戦
勝
国
の
モ
ン
ゴ
ル
は
日

し
ん
ど
う

お
が
た
こ
う
あ
ん

よ
う
か
い
え
い

ち
ん
に
ゅ
う
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